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研究成果の概要（和文）：ヨルダン・ハシミテ王国は「アラブの春」以降の地域変動を乗り越えた数少ないアラ
ブ国家のひとつである。本研究はヨルダンを対象に、同国の国家・社会構造と関連する国内外アクターの相関関
係を主に政治学の立場から明らかにし、その国家体制維持の構造の全容解明を試みた。さらに、これらの作業を
通じ、ヨルダンの総合的な研究基盤を構築し、アラブ王制研究全体への還元を目指した。主な論点は、体制の形
成・維持の歴史的過程の整理、国家－社会運動関係の分析、国際関係の分析、等である。具体的な研究成果とし
ては、国内外の学会やシンポジウムでの研究報告、国内外の学術ジャーナル等での論文発表、そして図書（単
著）の刊行が挙げられる。

研究成果の概要（英文）：The Arab Spring set off a surge in fragile Arab states and the Hashemite 
Kingdom of Jordan remains as one of the few stable political entities in the region. Despite this, 
there was still a lack of research on the mechanisms of Jordan's stability and sustainability, which
 hinders consideration of this phenomenon in the context of Political Science as a whole. To promote
 an empirical evaluation of the foundations and supporting structure of Jordan's systematic 
sustainability, this research considered first the legitimacy of the monarchy from historical and 
political viewpoints. Secondly, it compared Jordan's social movements to measure their origins and 
purposes and their effects on national politics. Thirdly, it examined Jordan's relationships with 
surrounding states and non-state actors concerning both international and domestic politics. This 
research assembled a comprehensive study of Jordan through presentations, journal articles and books
 in the relevant fields.

研究分野：政治学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「アラブの春」を経てアラブ諸国の多くが脆弱化する中、ヨルダンは地域における数少ない安定した政治主体の
ひとつとなっている。しかし、その安定と持続性のメカニズムを裏付ける研究蓄積が少ないため、学術的な成果
を中東研究全体に還元できていなかった。こうしたヨルダンの現状と将来を見極めるために、本研究では、1国
研究を超えた、中東諸国さらには域外諸国との関係をも含めた広い視座に基づく、総合的なヨルダン研究の構築
を目指した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 吉川（研究代表者）と佐藤（研究分担者）は、これまでヨルダン・ハシミテ王国での政府・社
会運動関係者および知識人へのインタビューや文献調査等による研究を通じ、ハーシム家出身
の国王を中心とするヨルダン政府が体制生存を可能にした構造の分析を進めてきた。これらの
研究成果は、ヨルダンに関連する様々な重要研究課題を解明するうえで役立ったものの、中東研
究全体を見据えると、以下の新たな課題も見えてきた。 
（1）総合的なヨルダン研究の必要性 
「アラブの春」を経て多くの周辺国家が脆弱化する中、ヨルダンは地域における数少ない安定し
た政治主体のひとつとなっている。しかし、その安定と持続性のメカニズムを裏付ける研究蓄積
の不足ゆえ、学術的な成果を中東研究全体に還元できていなかった。 
（2）ヨルダン研究における学際的なアプローチの必要性 
近年、ヨルダンの歴史や国際関係に関する研究成果が相次いで刊行されており、またアラブの春
以降は、ヨルダンの民主化や市民社会形成に関する論考も登場している。しかし、これらの多く
は個々の事例に特化しており、またヨルダンの国家機構とそれぞれの分析対象の関係性が固定
されているために（縦関係）、それらがどのようなネットワークで相互に連関しているのか（横
関係）を示せていなかった。 
（3）ヨルダン 1国研究を超えた視座の必要性 
もともとヨルダンは、人工国家ゆえの脆弱な基盤に加え、中東戦争やパレスチナ問題といった地
域情勢が強く内政に反映される「緩衝国家」であった。しかし、アラブの春以降に周辺の地域大
国の主権が揺らいだ結果、ヨルダンは大量の難民流入や国外の過激派の脅威にさらされる一方
で、経済援助から軍事協力まで国際社会からの広範な支援を集めるに至った。この状況は、緩衝
国家としてのヨルダンの役割をいっそう強化させると共に、ヨルダン政府をして混沌を所与の
ものとして受け入れるという、世界的にも稀な国家の実像を浮かび上がらせた。こうしたヨルダ
ンの現状と将来を見極めるために、1国研究を超えた、中東諸国さらには域外諸国との関係をも
含めた広い視座の獲得が必要であった。 
 
２．研究の目的 
上記 1．記載の背景と問題意識をもとに、本研究は、ヨルダンを対象に、同国の国家・社会構
造と関連する全ての国内外アクターの相関関係を明らかにし、国家体制維持の構造の全容を解
明することを試みた。これらの作業を通じ、ヨルダンの総合的な研究基盤を構築し、アラブ王制
研究全体への還元を目指した。 
（1）王制基盤と支持構造の解明 
ヨルダン王制の正統性に関し、㋐英国委任統治時代の「国際関係」から現在まで、国際社会にお
けるヨルダンの位置の変遷を国際関係学の枠組を用いての解明を目指した。特にここでは伝統
的な国家対国家関係やレジーム形成の分析に加え、トラック 2外交、国際 NGOなど非国家アク
ターをも含めた動態にも注目した。調査方法は、ヨルダン、米国、英国等の外交資料の精査、関
係者への聞き取りを主とした。また、㋑吉川・佐藤によるヨルダン政治研究の内容を最新のもの
にアップデートし、また 2016年の比例代表制導入以降の政党・社会勢力の動向を、文献・資料
調査と現地聞き取り調査の双方から調査した。 
（2）社会運動の比較分析 
ヨルダンで展開される様々な社会運動の起源と目的、国政への影響力について測定した。まず①
ヨルダンで展開する社会運動を文献・資料調査によって分類し、それらの方向性の整理と相互連
関の分析を通じた体系化作業を行った。わけても、ヨルダン最大のイスラーム主義・社会運動で
あるムスリム同胞団については、比較政治学、社会運動論、安全保障（安全保障化）といった複
数の視点から、その全容解明を目指した。 
（3）ヨルダンと周辺の国家・非国家アクターとの関係性解明 
国際政治と国内政治の両面から、㋐ヨルダンの政軍関係を文献調査と現地調査の両面から解析
することで、その組織基盤の強靭性を明らかにした。また、ここでは軍の改革の実態（国連 PKO、
テロ対策、軍ビジネス強化）についての調査も併せて行った。続いて㋑「イスラーム国」に代表
される脱領域的な暴力組織の浸透に対するヨルダン国家・市民社会の取り組みを、現地大学・調
査機関との連携のもと調査した。ここでは、2015年以降の全国的な反テロ機運の高まりとナシ
ョナリズムとの関連についても併せて調査した。そして㋒多層化するヨルダンの難民を巡る情
勢を、国際難民レジーム、国家、非国家アクター（社会とNGO）の相関関係から分析した。 
以上で得られた成果を、ヨルダンの体制維持の構造という視座から論究し、中東政治研究・ア
ラブ王制研究の発展へと還元することを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1)吉川 
ヨルダン王制の正統性基盤と支持構造の解明に重点を置いた研究活動を進めた。ここでは、主に
文献資料・政府公文書を通じて英国委任統治領時代から現代までのヨルダン史を整理した。委任
統治領時代の資料については、英国国立文書館にて政府外交資料の分析および撮影を行った。ま
た、ヨルダン 2016 年総選挙で大幅な法改正が実施されたことから、改正選挙法関連資料の分析
と関係者への聞き取り調査を実施した。 



(2)佐藤 
ヨルダンを巡る国際関係と関連アクターの抽出作業を実施した。特に、ヨルダンの難民受入の構
造に関わる国際難民レジーム、政府機関、NGO 等の分類を進め、移民労働者の分布や、付随して
進展している都市化の動態を把握し、ヨルダン及び周辺域を取り巻く国際人口移動のモデル化
を進めた。また、現地調査を通じて文献・一次資料の収集と、政府諸機関及び現地 NGO などへの
聞き取り調査を併せて行った。 
（3）個別の研究の継続と成果公表 
吉川・佐藤による現地調査と文献調査による研究を継続し、それらの連携と更新に努め、蓄積さ
れた情報を学会発表、論文、書籍の形で適宜公表した。成果公表で使用する言語については、よ
り多くの識者や読者が触れやすい英語をはじめ複数言語を用いて発信するよう努めた。 
（4）総合的なヨルダン研究の完成 
上述の研究活動に基づいて、ヨルダンの歴史、政治、社会、国際関係、安全保障、人口移動の個
別分野の研究達成状況を確認し、その過程で得られた新たな知見を抽出した。国際関係および人
口移動については、佐藤の示す国際関係学を軸とした複合的な分析枠組を活用し、多様なアクタ
ーの分類・整理を進め、同時に吉川の進める政治・社会・安全保障分析との調整をはかった。以
上により、本研究は、ヨルダンの国家・社会構造と、それに関わる全ての国内外アクターの相関
関係を可能な範囲で明らかにし、その国家体制維持の構造の全容を解明することを目指した。 
 
４．研究成果 
（1）学会等発表 
概ね、当初計画のとおりの成果を収めた。本研究では国際学会等における成果報告に力を入れて
おり、2018 年には「世界中東学会（WOCMES）」の同一パネルにて、吉川が日本の対ヨルダン開発
支援について、佐藤がヨルダンのイスラーム NGO の活動について報告した。個別の発表でも、吉
川が国際学会（「ISA-GSCIS」（キューバ）、「CEEISA-ISA」（セルビア））やシンポジウム（「2019 
Global Forum on Modern Direct Democracy」（台湾））で報告した。佐藤は「10th International 
Symposium on Islam, Civilization and Science 」(マレーシア)で国際的なシリア難民支援ネ
ットワークに関して報告した。国内では、吉川が「日本比較政治学会」大会（2017 年）、佐藤が
「日本中東学会」大会（2019 年）をはじめ複数の学会・シンポジウムで研究成果を報告してい
る。 
（2）雑誌等論文 
2017-2019 年を通じ、吉川と佐藤は積極的な論文の投稿を行った。例えば吉川は、国家-社会関
係（『日本比較政治学会年報』掲載）、社会運動やイスラーム主義運動（『全球政治評論』『欧亜研
究』掲載）、日・ヨルダン関係（『Contemporary Review of the Middle East』掲載）、安全保障
環境の変化（『国際安全保障』掲載）等に関する論文を公表した。佐藤は、王族主導型 NGO の分
析（『Asia-Japan Research Academic Bulletin』掲載）等に関する論文を発表した。これらの成
果は政治学・地域研究をはじめ幅広い学問分野のジャーナルで発表されており、また言語区分も
日・英・中国語と多岐にわたることから、国際的かつ学際的な情報・研究成果発信になったと考
える。 
（3）現地調査や国内外学会活動を通じたネットワークの強化 
吉川・佐藤とも、全研究期間を通じ、ヨルダンの大学・研究機関をはじめ国内外で継続的な調査、
人的ネットワーク構築を進めた。これらの成果は、2019 年に開始した、科研費国際共同研究加
速基金（国際共同研究強化(A)）「ヨルダン政治と部族社会：南部の政治・社会・経済に関する現
地調査を中心に」に引き継がれている。 
（4）図書 
本研究の最終成果を、図書として刊行する。吉川の成果『ヨルダンの政治・軍事・社会 運動―
倒れない王国の模索』は、ヨルダン王制の持続性の根拠を、レジーム・セキュリティ（体制の安
全保障）の視点から政治・社会・軍事等を軸に論じたものであり、2021 年 2 月に刊行される予
定である（2020 年 8 月校了）。上記がハーシム王国体制という国家主体を中心に分析を試みたの
に対して、佐藤『難民 100 万人を受け入れる国・ヨルダンの話──ヨルダンってどんな国？』
（2021 年度刊行）では、ヨルダン国内の難民・避難民を主たる分析対象にしながら、難民支援
に関わる国際社会、国家（ヨルダン）、国際・国内 NPO との関係性についても分析・考証を行っ
ている。これらは異なるアプローチをとりながらも、本研究が目指した、政治学（理論研究の深
化）と地域研究（実証性の論及）の架橋を念頭に置いた成果であると考えている。 
（5）研究課題の達成 
最後に、冒頭 1．で掲げた 3つの課題の達成度を示すことで、本報告書の総括としたい。1．（1）
（総合的なヨルダン研究の蓄積）については、本研究における学会発表や論文の発表を通じて、
実証的な学術的成果を質的にも量的にも中東政治研究全体に還元できたと考える。1．（2）（垂直
的なヨルダン分析の克服）について、本研究では吉川・佐藤の専門分野はもとより、地域研究、
政治学、国際関係学、安全保障、社会運動、開発、人道支援といった異なる分野を架橋すること
によって、ヨルダンの国家機構とそれぞれの分析対象の関係性（縦関係）はもとより、それらの
主体間の相互連関（横関係）について論究した。1．（3）（ヨルダン 1国研究を超えた視座の提示）
について、本研究ではヨルダン周辺地域の情勢悪化を踏まえた、緩衝国家としてのヨルダンの役
割強化について、アラブ諸国はもとより域外諸国との関係をも含めた広い視座からの説明を試



みた。この課題は中東政治の構造変容という、より大きな研究課題と密接に連関しているため、
本研究終了後も、多くの社会科学・中東政治研究者と協力・連携しながら継続的に取り組む意向
である。以上をもって、本研究の最終報告としたい。 
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